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関西外国語大学の日本語プログラムでは、会話（Spoken Japanese、以下 SPJ と略）と
読み書き（Reading & Writing Japanese、以下 RWJ と略）が別のコースになっているが、
2010 年秋学期の留学生 423 名のうち全く学習歴のない 64 名の学生を除いた 359 名で









また、本学の留学生別科では SPJ の履修は必須であるが、RWJ は選択科目であるの
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を対象として会話と読み書きを同一コースにしているプログラムが一般的なのであ






























































































のではないが、初級教科書の『げんき I, II』、『リビングジャパニーズ Book 1』、『な
かま』、『Situational Functional Japanese 1, 2, 3』、『Japanese For Everyone』、また、中級教
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科書の『中級に行こう』、『中級を学ぼう 中級前期, 中級後期』、『日本語中級 J301』、
























画的にデザインするのは難しい問題である。本学の場合は RWJ1 から 7 までの 7 レベ
















ット上で行った。対象者は 2010 年秋学期の留学生全 423 名、アンケート実施期間は 1





み書きレベル 1、2、3 に属する回答者を「初級」、レベル 4、5 の回答者と「中級」、
レベル 6、7 の回答者を「上級」としてグルーピングした。全回答者の内訳は、初級








 辞書なし 本タイプ辞書 電子辞書 パソコン上辞書 
初級 22.6% (12 名) 22.6% (12 名) 32.0% (17 名) 17.0% (9 名) 
中級 5.3% (1 名) 10.5% (2 名) 36.8% (7 名) 42.1% (8 名) 










 読まない 30 分以下 1 時間以下 1~2 時間 2 時間以上 
初級 9.4% (5 名) 35.8% (19 名) 24.5% (13 名) 22.6% (12 名) 0% (0 名) 
中級 0% (0 名) 21.1% (4 名) 31.6% (6 名) 21.1% (4 名) 26.3% (5 名) 





ト回答者の絶対数が尐ないのであるが、2 時間以上の学習者が 50%以上となっている。 
 
3. 教科書以外でどのような日本語の文書を読むか。3 位までの人数。 
（選択肢はアンケート提示順に「漫画」「雑誌」「新聞」「ネットサイト」「e メール」
「その他」） 
 友達からの e メール インターネットサイト 漫画 
初級 1 位(52.8%:  28 人) 
2 位(15.1%:  8 人) 
3 位(5.7%:  3 人) 
1 位(9.4%:  5 人) 
2 位(20.8%:  11 人) 
3 位(11.3%:  6 人) 
1 位(22.6%:  12 人) 
2 位(18.9%:  10 人) 
3 位(11.3%:  6 人) 
中級 1 位(68.4%:  13 人) 
2 位(5.3%:  1 人) 
3 位(10.5%:  2 人) 
1 位(10.5%:  2 人) 
2 位(47.4%:  9 人) 
3 位(10.5%:  2 人) 
1 位(5.3%:  1 人) 
2 位(21.1%:  4 人) 
3 位(21.1%:  4 人) 
上級 1 位(22.2%:  2 人) 
2 位(33.3%:  3 人) 
3 位(44.4%:  4 人) 
1 位(55.6%:  5 人) 
2 位(22.2%:  2 人) 
3 位(22.2%:  2 人) 
1 位(11.1%:  1 人) 
2 位(0%: 0 人) 
3 位(11.1%: 1 人) 
 




 1 位 2 位 3 位 
初級 友達からの e メール 漫画 インターネットサイト 
中級 友達からの e メール インターネットサイト 漫画 
上級 インターネットサイト 友だちからの e メール 雑誌 
 































数について、表 6 と 7 は日本語の手書きについてである。 
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4. 日本語の授業以外で、週にパソコン／携帯で日本語をタイプする時間数。 
 使わない 30 分以下 1 時間以下 1～2 時間 2 時間以上 
初級 3.8% (2 名) 32.1% (17 名) 34.0% (18 名) 17.0% (9 名) 13.2% (7 名) 
中級 0% (0 名) 21.1% (4 名) 26.3% (5 名) 26.3% (5 名) 26.3% (5 名) 






 5. パソコン／携帯で日本語を打つ目的は？ 3 位までの人数。 
（選択肢はアンケート提示順に「ネット検索キーワード」「自分のブログ」
「BBS/MIXI/Twitter/Youtube など」「e メール」「その他」） 
 e メール ネット検索キーワード BBS/MIXI/Twitter/Youtube 
初級 1 位(%:  30 人) 
2 位(%:  10 人) 
3 位(%:  3 人) 
1 位(%:  18 人) 
2 位(%:  14 人) 
3 位(%:  10 人) 
1 位(%:  0 人) 
2 位(%:  9 人) 
3 位(%:  7 人) 
中級 1 位(%:  15 人) 
2 位(%:  3 人) 
3 位(%:  0 人) 
1 位(%:  4 人) 
2 位(%:  9 人) 
3 位(%:  3 人) 
1 位(%:  0 人) 
2 位(%:  6 人) 
3 位(%:  6 人) 
上級 1 位(%:  7 人) 
2 位(%:  1 人) 
3 位(%:  1 人) 
1 位(%:  1 人) 
2 位(%:  7 人) 
3 位(%:  1 人) 
1 位(%:  1 人) 
2 位(%:  1 人) 
3 位(%:  4 人) 
 




 1 位 2 位 3 位 
初級 友達への e メール ネット検索キーワード BBS/MIXI/Twitter/Youtube 
中級 友達への e メール ネット検索キーワード BBS/MIXI/Twitter/Youtube 















 書かない 30 分以下 1 時間以下 1～2 時間 2 時間以上 
初級 26.4% (14 名) 35.8% (19 名) 20.8% (11 名) 5.7% (3 名) 11.3% (6 名) 
中級 26.3% (5 名) 15.8% (3 名) 21.1% (4 名) 26.3% (5 名) 10.5% (2 名) 
上級 11.1% (1 名) 22.2% (2 名) 11.1% (1 名) 22.2% (2 名) 33.3% (3 名) 
 
このデータを見ると、かなりのパーセンテージの学習者が日本語の手書きを実生活で
も利用しているように見えるが、これはアンケートの選択肢に「Note taking for class」
を含めたからである。本学の留学生別科に来ている留学生は日本人学部生と同様の授




 7. どのような文書を「手書き」するか。 
（選択肢はアンケート提示順に「日記」「Note taking for class」「Memo taking (e.g., station 
names, restaurant names, etc.)」「その他」） 
 Note taking Memo taking  日記 
初級 1 位(%:  22 人) 
2 位(%:  11 人) 
3 位(%:  0 人) 
1 位(%:  14 人) 
2 位(%:  14 人) 
3 位(%:  3 人) 
1 位(%:  1 人) 
2 位(%:  0 人) 
3 位(%:  2 人) 
中級 1 位(%:  6 人) 
2 位(%:  4 人) 
3 位(%:  0 人) 
1 位(%:  5 人) 
2 位(%:  3 人) 
3 位(%:  2 人) 
1 位(%:  1 人) 
2 位(%:  0 人) 
3 位(%:  0 人) 
上級 1 位(%:  4 人) 
2 位(%:  4 人) 
3 位(%:  0 人) 
1 位(%:  3 人) 
2 位(%:  2 人) 
3 位(%:  1 人) 
1 位(%:  1 人) 
2 位(%:  0 人) 




















 8. 日本語の読み書きに求めるもの。 
（選択肢はアンケート提示順に「e メール読み書き」「インターネット利用」「翻訳者
になる」「日本語専攻での大学院進学」「新聞雑誌を読む」「漫画を読む」「その他」） 
 email 読み書き Internet 利用 新聞雑誌 翻訳者になる 大学院進学 
初級 1 位(%:17 人) 
2 位(%:11 人) 
3 位(%:3 人) 
1 位(%:7 人) 
2 位(%:9 人) 
3 位(%:13 人) 
1 位(%:9 人) 
2 位(%:12 人) 
3 位(%:9 人) 
1 位(%:7 人) 
2 位(%:5 人) 
3 位(%:4 人) 
1 位(%:5 人) 
2 位(%:3 人) 
3 位(%:1 人) 
中級 1 位(%:4 人) 
2 位(%:5 人) 
3 位(%:5 人) 
1 位(%:4 人) 
2 位(%:6 人) 
3 位(%:3 人) 
1 位(%:3 人) 
2 位(%:4 人) 
3 位(%:3 人) 
1 位(%:5 人) 
2 位(%:0 人) 
3 位(%:4 人) 
1 位(%:2 人) 
2 位(%:2 人) 
3 位(%:1 人) 
上級 1 位(%:1 人) 
2 位(%:0 人) 
3 位(%:1 人) 
1 位(%:1 人) 
2 位(%:3 人) 
3 位(%:4 人) 
1 位(%:3 人) 
2 位(%:3 人) 
3 位(%:0 人) 
1 位(%:3 人) 
2 位(%:1 人) 
3 位(%:2 人) 
1 位(%:1 人) 
2 位(%:0 人) 
3 位(%:1 人) 
 
上の表を、1 位 3 点、2 位 2 点、3 位 1 点で点数化し、総合順位を求めると以下の表の
ようになる。 
 
 8’. 日本語の読み書きに求めるもの。総合順位。 
 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 
初級 email 読み書き 新聞雑誌 Internet 利用 翻訳者になる 大学院進学 
中級 email 読み書き/Internet 利用 
（1 位 2 位同スコア） 
新聞雑誌 翻訳者になる 大学院進学 
上級 新聞雑誌 Internet 利用/翻訳者になる 
（2 位 3 位同スコア） 
email 読み書き/大学院進学 
（4 位 5 位同スコア） 
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アンケートの項目 8 の設問がニーズ分析に相当する部分であるが、初級・中級では e






う予想で選択肢に入れたが、初級・中級では 4 位、上級では 2 位 3 位同スコアで 2 位






















































































という Proficiency 評価という 2 つの視点がある。 
出席点、宿題、授業内容を反映したテストの点数などは achievement の範疇に入る
代表的なものであり、点数化は難しいが努力点のようなものも achievement に入る。




英語で言えば TOEFL や TOEIC が代表的なもので、日本語では日本語能力検定試験が
代表的なものである。Proficiency 評価では最終的な実力が全てであるので、授業の出
席や宿題などは評価対象にはならない。 
Achievement 評価と Proficiency 評価の実際の運用方法としては、点数による多段階
評価、Letter Grade による任意段階評価（優良可不可、ABCDF など）、そして、
Pass/Non-Pass の 2 段階評価がある。これら実際の運用方法は、日本、アメリカ、オー
ストラリア、ヨーロッパなどの大学で様々であるが、筆者の知る限り、大学での日本
語の成績のつけ方は、授業内容をどれだけ忠実に習得したかを評価する方法が一般的、








法は、点数や Letter Grade での評価ではなく、自習能力開発・育成のために設定した
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Intermediate Practical Reading and Writing 1 （以下、IPRW1）、IPRW2、IPRW3 というよ
うなものが適当だろう。従来のレベル 4/5/(6)の学習者は全て IPRW1 に入り、Pass す
れば IPRW2 へ、その後 3、、、と進むのである。IPRW1 で Non-Pass の学習者は IPRW1
をリピートすることになる。これらは単に大学の単位システムを考慮したものであっ
































1 つのコースで 1 つの長い読み物という形式になると、一学期間でのメリハリがなく
なってしまい、コース内での進捗管理なども難しくなってしまう。そこで、レッスン
という区切りは残し、レッスン毎の読み物のボリュームは大体のところでコントロー






































は comprehension ができればよいものとし、target の数は尐なめに設定する。また、漢
字学習は覚えたい単語の表記方法という考えで、単語優先で target を選択するように
学習者に指導する。単語優先ではあるが、数のコントロールは漢字数で見た方がやり
やすいので、1 レッスン当たりの target 漢字数を 40 字程度にすると、1 コース 8 レッ
スンで漢字 320 字増ということになる。 
数のコントロールについてであるが、日本語能力検定試験のレベル分けを大雑把に
「初級」「中級」「上級」という区分にしてみると、初級修了時は単語約 1,500 語、漢
字約 300 字、上級スタート時が単語約 6,000 語、漢字約 1,000 字程度になり、中級に
相当する段階で単語数で 4,500 語程度、漢字数で 1200 字程度増やさなくてはならない
ことになる。これを 2 学期や 3 学期で達成しようというのはかなり厳しい。特に、単
語の方であるが、4,500 語規模の単語数を日本語のコースで体系的に増やすというコ
ースデザインは非現実的であり、学習者の自習に頼らざるをえない部分になってくる。
その一方、漢字数の方は 700 字、1,000 字程度を数コースでカバーすると考えると幾
分コントロールはしやすくなる。 
単語と漢字の数の設定は無理がないようにしなくてはならないが、1 コースで増や



































     http://www.kanjijiten.net/ 
     http://www.sanrui.co.jp/web/ 
 一方、雑誌上の漢字表記の単語などは、その読み方が分からなければ辞書を使うこ






























 1 つの方法としては、クラスの時間を学習者毎の consultation の時間として割り当て
ることが考えられる。筆者も未経験の授業形態なので判断が難しいが、1 人当たり 5
分から 10 分ぐらいを想定すればよいのではないだろうか。1 クラスの学生が 20 人ぐ
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③ 翻訳ツールの利用練習（多言語対応 HP の利用） 




① 読み物／翻訳対象の選択（要 consultation） 
② Target とする単語・漢字、表現の選択（リストの雛形を教員が準備） 
 （レッスン毎の単語表・漢字表・表現リストの作成） 























5.5. 課題、クイズ、テスト  
本稿のコースデザインでは電子辞書や日本語ワープロ、インターネット上の辞書ツ
ールなど、利用できるものを全て利用し、その上で読み書きにおける「自習能力の開



















 具体的には、学習 target となる単語／漢字／表現は学習者個人がレッスン毎に設定
するので、共通のクイズ問題やテスト問題は使えないことになる。このような条件の
もとに行える単語／漢字クイズの形式としては、1 つのアイデアにすぎないが、例え
ば学習者がレッスン毎に target として設定する漢字が 40 個の場合、10 個ずつ 4 回に
分け、自分でその漢字を含む文を 10 個作って覚えることとする。そして、授業の漢
字クイズは白紙のフォーマットとし、学習者が自分で覚えてきた 10 個の文を書くと
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出させ、提出の事実のみを評価するというやり方も考えられる。自分で覚えるための
















最終的な評価であるが、セクション 5.1.で述べたように Pass/Non-Pass だけの区別に
する場合は、その基準を明確にしておかなくてはならない。シンプルなものにしよう
すると、課題を全部提出すれば Pass というようなものでもよいのではないだろうか。
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参考資料：アンケート内容 
5 minute Questionnaire about 日本語の読み書き            
This questionnaire is to study how learners are actually using their reading/writing skills in 
Japanese in real life.  I would like to use your feedback to consider if we need to make any 
changes to improve our reading/writing classes (e.g., making them more practical and useful 
in a concrete way).  Your feedback is highly appreciated.  Thank you very much in advance 
for your cooperation.  
SPJ3A/B/C Yu HIRATA 
 
1. Which RWJ class are you currently taking?  Choose one from the pull-down menu. 
□Not taking RWJ    □RWJ1 (5weeks)   □RWJ1 (full semester)    □RWJ2    □RWJ3     
□RWJ4     □RWJ5   □RWJ6    □RWJ7 
 
2. Do you have a Japanese dictionary?  If you have more than one type of dictionary, choose 
them all from most frequently used to less frequently used from the pull-down menu. 
0. None 
1. Most frequently used;  2. 2
nd
 most freq.;  3. 3
rd
 most freq.    
 
□Book dictionary □Electronic dictionary on PC/MAC □Portable electronic dictionary 
(including DS, PS3, etc.)) 
 
3. ABOUT READING: Other than for studying Japanese, how long PER WEEK do you 
spend for reading Japanese texts in real life?  Check one box. 
□None    □less than 30 minutes   □less than 1 hour    □1~2 hours      
□More than 2 hours 
 
4. ABOUT READING: What kind of Japanese texts do you usually read?  If there is more 
than one type of reading material, choose them all from most frequently read to less 
frequently read from the pull-down menu.  When you choose “other kinds of texts,” please 
write what they are in the box below. 
1. Most frequently read; 2. 2
nd
 most freq.; 3. 3
rd
 most freq.; 4. 4th most freq.; 5. 5th most freq.; 
6. 6th most freq. 
 
□Manga    □Magazines   □Newspapers    □Internet sites      
□e-mail from Japanese friends    □Other kinds of texts (such as:               ) 
 
5. ABOUT TYPING: Other than for studying Japanese, how long PER WEEK do you spend 
for typing Japanese texts in real life (using a computer, cell-phone, etc.)? Check one box. 
□None    □less than 30 minutes   □less than 1 hour    □1~2 hours      
□More than 2 hours 
 
6. ABOUT TYPING: For what purpose do you type Japanese texts?  If there is more than 
one purpose, choose them all from most frequent to less frequent from the pull-down menu.  
When you choose “other kinds of typing activities,” please write what they are in the box 
below. 
1. Most frequent; 2. 2
nd
 most freq.; 3. 3
rd
 most freq.; 4. 4th most freq.; 5. 5th most freq. 
 
□Keyword typing to use “SEARCH” on the Internet, libraries, etc.     
□Your own blog in Japanese   □BBS/ MIXI/ Twitter/Youtube in Japanese   
□e-mail to Japanese friends   □Other kinds of typing activities (such as:          ) 




7. ABOUT HAND-WRITING: Other than for studying Japanese, how long PER WEEK do 
you spend for hand-writing Japanese texts in real life? Check one box. 
□None    □less than 30 minutes   □less than 1 hour    □1~2 hours      
□More than 2 hours 
 
8. ABOUT HAND-WRITING: For what purpose do you write Japanese texts by hand?  If 
there is more than one item, choose them all from most frequent to less frequent from the 
pull-down menu.  When you choose “other kinds of writing,” please write what they are in 
the box below. 
1. Most frequent; 2. 2
nd
 most freq.; 3. 3
rd
 most freq.; 4. 4th most freq. 
 
□Diary     □Note taking for class    
□Memo taking (e.g., station names, restaurant names, etc.) 
□Other kinds of writing  (such as:      ) 
 
9. What kind of benefits (actual uses in real life) do you want to obtain most from Japanese 
reading/writing?  If there is more than one reason, choose them all from most desired to less 
desired from the pull-down menu. 
 
1. Most desired; 2. 2
nd
 most desired; 3. 3
rd
 most desired; 4. 4th most desired;  
5. 5th most desired; 6. 6th most desired 
 
□e-mail reading/writing in Japanese     □Internet browsing       □Becoming a translator 
□Going to graduate school majoring in Japanese   
□Newspaper/Book/Magazine reading    □Manga reading        
□Other kinds of benefits  (such as:                    ) 
     
Thank you very much for your cooperation.  Yu HIRATA 
 
 
